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■ 役 職 ： 

■ 名 前 ：竜石堂 潤一 
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■コメント： 

「想定し得なかった市場環境の著しい変化によって流動性が極端に低下したことなどから、保有

する有価証券を公正な評価額である時価で売却することが困難な期間が相当程度生じているよ

うな稀な場合」の定義について 

 

（Comment） 

 

・定義が明確ではなく、実務上及び監査上において見解の相違が想定される。（流動性の低下の

数値定義、市場環境の著しい変化の具体的定義、市場価格≠公正評価額であるとする定義、相当

程度の具体的な定義）見解の相違が出るということは、基準が不明確なものであるためであり、

財務諸表の信頼性が揺らぐことになる。 

 

 

 

・市場価格≠公正価格を否定するものであり、取引市場自体の公正性を否定するものである。 

 

 

 

賛成意見に対するコメントについて 

 

・国際会計基準に準拠して変更するというのは理由にならない。会計基準の独自性を捨てるとい

うことであり、独自性を放棄するのであれば、早急に会計基準を捨てて国際会計基準に一本化す

べきである。 

 

・変更することが「適当である」とする論拠について「外部環境の変化」を主として挙げている

が、90 年代後半に日本では同様の市場混乱が起こっており、今回の事象をもって稀な事象とす

ることは適当ではない。 

 


